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債権差押命令の申立てにあたって 

甲府地方裁判所民事部執行係  

甲府地方裁判所都留支部 

＜用語の説明＞ 

債務名義：相手方にお金を払ってもらう根拠となる文書です。裁判所が作成する判決、和解調書、 

調停調書、仮執行宣言付支払督促、公証人が作成する公正証書などがあります。これが

    ないと申立はできません。 

債権者：あなたのことです。 

債務者：相手方のことです。 

第三債務者：相手方が働いている会社や、相手方の預金のある銀行などのことです。  

 

＜管轄＞ 

甲府地方裁判所（本庁）で扱うのは、債務者の現住所が以下の市町村にあるもの。 

甲府市・甲州市・山梨市・韮崎市・南アルプス市・甲斐市・笛吹市・北杜市・中央市・中巨摩郡・

（北都留郡のうち）丹波山村・南巨摩郡・西八代郡 

甲府地方裁判所都留支部で扱うのは、債務者の現住所が以下の市町村にあるもの。 

都留市・大月市・上野原市・富士吉田市・（北都留郡のうち）小菅村・南都留郡 

 

＜申立てに当たり提出していただく書面等＞ 

●申立書：差し押さえるべきものを債権者が特定（例：給与、預貯金等）し、その差押債権種別に

伴った申立書が必要となります。  

 

●収入印紙：４，０００円 

ただし、債権者、債務者または債務名義が１増えるごとに４，０００円を加算する。 

 

●郵便切手（令和５年９月２８日申立書到着の案件から） 

◎基本セット（債権者・債務者・第三債務者 各１名の場合） 

３，８３０円 

（内訳：500×5、100×5、84×5、50×5、20×5、10×5、2×5） 

※執行費用としては、３，１９６円まで計上可 
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◎債務者１人増えるごとに１，２０４円増 

（内訳：500×2、100×2、2×2） 

※執行費用としては、１，２０４円×人数まで計上可 

◎第三債務者１人（１社）増えるごとに１，８９８円増 

（内訳：500×3、100×2、84×1、50×1、20×3、2×2） 

※執行費用としては、１，８１４円×人数まで計上可 

 

●執行文の付与された債務名義の正本 

債務名義の正本に執行文が付与されているか確認してください。付与されていなければ、債務名

義を作成した裁判所に問い合わせてください。 

例外として執行文が不要なものに、少額訴訟の確定判決・仮執行宣言付きの少額訴訟の判決・仮

執行宣言付きの支払督促、家事調停調書及び審判書（養育費、婚姻費用等に関するもののみ）の各

正本などがあります。執行文が不要な場合は、執行文なしの債務名義の正本を提出してください。 

 

●送達証明書 

債務者（相手方）に債務名義が届いていることを証明する文書です。取得していなければ、債務

名義を発行した裁判所に問い合わせてください。  

なお、審判書の場合は確定証明書も必要です。 

 

●代表者事項証明書 又は 現在（履歴）事項全部証明書 

法務局で取得する文書です。当事者の中に法人（会社）がいる場合必要になります。 

 

●住民票、戸籍謄本、戸籍の附票、商業登記事項証明書等  

債権者又は債務者の住所、氏名が債務名義に記載された住所・氏名と異なっている場合（引っ越

したり、旧姓に戻った場合等）は、債務名義に記載された住所、氏名と現在の住所、氏名のつなが

りを明らかにするために発行された公文書等が必要です。住民票を異動させていない場合など、つ

ながりを明らかにできないときはあらかじめお問い合わせください。  

 

●債権者名を宛名書きした封筒 ３通 

ただし、第三債務者が１人増えるごとに、１通を追加する。 

●目録のコピー 

当事者目録・請求債権目録・差押債権目録のコピーを１通ずつ 


